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試作したハンズフリー型人工喉頭のうち、

バネが強い固定バンドに従来型の振動子を

取り付けた状況を写真５８に、母音を発声

した時の音声分析結果を図３７に示す。

写真５８ バネ強－従来型振動子

図３７ バネ強－従来型振動子の音声分析

音声分析結果を見ると全体的に雑音が多

い結果となった。

バネが強い固定バンドに薄型の振動子を

取り付けた状況を写真５９に、母音を発声

した時の音声分析結果を図３８に示す。

写真５９ バネ強－薄型振動子

図３８ バネ強－従来型振動子の音声分析

音声分析の結果を見ると、振動子の当た

りが悪いこともあり、全体的な色が薄くな

っているが、一部に母音のパターンが見え

る。

あ い う え あ い う え お
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バネが弱い固定バンドに従来型の振動子

を取り付けた状況を写真６０に、母音を発

声した時の音声分析結果を図３９に示す。

写真６０ バネ弱－従来型振動子

図３９ バネ弱－従来型振動子の音声分析

音声分析の結果を見ると、従来の電気式

人工喉頭と比較的似た母音のパターンが見

える。

バネが弱い固定バンドに薄型の振動子を

取り付けた状況を写真６１に、母音を発声

した時の音声分析結果を図４０に示す。

写真６１ バネ弱－薄型振動子

図４０ バネ弱－薄型振動子の音声分析

音声分析の結果を見ると、バラツキを含

みながらも、一部に母音のパターンが見え

る。

あ い う え おあ い う え
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４種類のパターンでの発声の結果、モニ

ター評価者４は、バネが強い固定バンドに

従来型の振動子を取り付けたものが良いと

いう意見であったことから、再度、それを

装着していただき、メモを取りながらの発

声をしていただいた。その時の状況を写真

６２に示す。

写真６２ メモしている状況

発声しながらメモを書く動作については、

「やりにくかった」との感想であり、また、

試作装置については、「なれないので疲れま

す」との感想であった。

例文による明瞭度については、最も明瞭

度が高かったのは、バネが弱い固定バンド

に従来型の振動子を取り付けたもので３．

１点であり、最も明瞭度が低かったのは、

バネが強い固定バンドに薄型の振動子を取

り付けたもので、２．２点であった。尚、

全体平均は２．７点であった。

F-5．モニター評価者５ 男性

試験日：３月３日

従来の電気式人工喉頭の発声状況を写真

６３に、母音を発声した時の音声分析結果

を図４１に示す。

写真６３ 従来の電気式人工喉頭

図４１ 従来品の発声による音声分析

図４１の母音のパターンと試作装置の母

音のパターンを比較する。

あ い う え お
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試作したハンズフリー型人工喉頭のうち、

バネが強い固定バンドに従来型の振動子を

取り付けた状況を写真６４に、母音を発声

した時の音声分析結果を図４２に示す。

写真６４ バネ強－従来型振動子

図４２ バネ強－従来型振動子の音声分析

音声分析結果を見ると、雑音が多い中で

はあるが、多少母音のパターンは見える。

バネが強い固定バンドに従来型の振動子

を取り付けた状態で、首を上下左右に複数

回動かした後の状態を写真６５に、その状

態で母音を発声した時の音声分析結果を図

４３に示す。

写真６５ 首を複数回動かした後の状態

図４３ 首を複数回動かした後の音声分析

写真６４と写真６５を比較すると、首を

上下左右に複数回動かすことにより、振動

子が若干浮いた感じになっているのがわか

る。そのため音声分析の結果、雑音が多く

母音のパターンはほとんど見られない。

あ い う え お あ い う え お


